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2007.04.11

～2009.04.10

更
新

日
本
言
語
文
化
研
究
Ⅱ

こ
と
は
じ
め

古
典
作
品
に
於
け
る
「
古
注
釈
」
研
究
の
領
域
と
は

―
現
代
漫
画
＆
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
手
塚
治
虫
作
品
集
―

萩
原

義
雄

日
本
語
の
時
代
区
分
を
知
ろ
う

上
代

文
化
〔
奈
良
時
代
〕

じ
よ
う
だ
い

↓

〔
天
平
時
代
〕

中
古

文
化
〔
平
安
時
代
〕
八
世
紀
の
終
わ
り
か
ら
一
二
世
紀
初
め

年

ち
ゆ
う
こ

794

律
令
政
治
の
時
代

摂
関
政
治
の
時
代

↓

〔
院
政
時
代
〕

中
世

文
化
〔
鎌
倉
時
代
〕

年

ち
ゆ
う
せ
い

1185

↓

〔
南
北
朝
時
代
〕

〔
室
町
時
代
〕

↓

〔
安
土
桃
山
時
代
〕

近
世

文
化
〔
江
戸
時
代
〕

年

き
ん
せ
い

1600

↓

〔
幕
末
時
代
〕

近
代

文
化
〔
明
治
・
大
正
時
代
〕

年

き
ん
だ
い

1868

↓
現
代

文
化
〔
昭
和
・
平
成
時
代
〕

げ
ん
だ
い

※
歴
史
学
で
は
、
「
上
代
」
と
云
わ
ず
に
「
古
代
」
と
総
称
す
る
。
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時
代
毎
に
見
え
る
古
典
作
品
の
書
名
を
知
ろ
う
！

１
，
上
代
文
化

『
万
葉
集
』
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
『
古
語
拾
遺
』
『
高
橋
氏
文
』

２
，
中
古
文
化

『
懐
風
藻
』
『
文
華
秀
麗
集
』
『
經
国
集
』
『
性
霊
集
』
『
菅
家
文
集
』

『
将
門
記
』
『
日
本
霊
異
記
』

『
竹
取
物
語
』
『
伊
勢
物
語
』
『
大
和
物
語
』
『
平
中
物
語
』
『
宇
津
保
物
語
』

『
新
撰
万
葉
集
』
『
古
今
和
歌
集
』
『
土
左
日
記
』

『
和
漢
朗
詠
集
』
『
宇
津
保
物
語
』
『
蜻
蛉
日
記
』

『
枕
草
子
』
『
源
氏
物
語
』
『
紫
式
部
日
記
』
『
和
泉
式
部
日
記
』

『
大
鏡
』
『
榮
花
物
語
』
『
堤
中
納
言
物
語
』
『
更
級
日
記
』

※
院
政
期
の
文
化

『
今
昔
物
語
集
』
『
梁
塵
秘
抄
』
『
打
聞
集
』
『
古
本
説
話
集
』

『
法
華
一
百
坐
聞
書
抄
』
『
極
樂
願
徃
生
歌
』
『
往
生
要
集
』

３
，
中
世
文
化

※
鎌
倉
文
化

『
保
元
物
語
』
『
平
治
物
語
』
『
平
家
物
語
』
『
愚
管
抄
』
『
神
皇
正
統
記
』

『
十
六
夜
日
記
』
『
海
道
記
』
『
と
は
づ
が
た
り
』

『
千
載
集
』
『
新
古
今
和
歌
集
』
『
金
葉
集
』
『
山
家
集
』
『
小
倉
百
人
一
首
』

『
方
丈
記
』
『
徒
然
草
』

『
吾
妻
鏡
』
『
正
法
眼
藏
』
『
歎
異
抄
』
『
蒙
古
襲
来
絵
詞
』

※
南
北
朝
期
の
文
化

『
太
平
記
』
『
曾
我
物
語
』
『
庭
訓
往
來
』

※
室
町
文
化

『
謡
曲
集
』
『
狂
言
記
』
『
風
姿
花
伝
』
『
御
伽
草
子
』
『
義
經
記
』
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『
菟
玖
波
集
』

『
狂
雲
集
』
『
中
華
若
木
詩
抄
』

※
安
土
桃
山
文
化

『
伊
曾
保
物
語
』
『
醒
睡
笑
』
『
甲
陽
軍
鑑
』
『
昨
日
は
今
日
の
物
語
』

『
田
夫
物
語
』

４
，
近
世
文
化

『
五
輪
書
』
『
三
河
物
語
』
『
奥
の
細
道
』
『
雑
兵
物
語
』

※
上
方
文
化

西
靏
『
好
色
一
代
男
』
『
好
色
一
代
女
』
『
日
本
永
代
藏
』

近
松
『
油
地
獄
』
『
曽
根
崎
心
中
』
『
國
性
爺
合
戰
』

※
江
戸
文
化

『
假
名
手
本
忠
臣
蔵
』
『
義
経
千
本
桜
』
『
菅
原
伝
授
手
習
鑑
』

『
浮
世
風
呂
』
『
雨
月
物
語
』
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』

『
柳
樽
』
『
北
越
雪
譜
』
『
蕪
村
句
集
』
『
一
茶
集
』
『
良
寛
集
』

５
，
近
代
文
化

※
開
化
文
化

『
西
洋
道
中
膝
栗
毛
』
『
八
十
日
間
世
界
一
周
』
『
特

命

全

権

大

使

米
欧
回
覧
実
記
』

『
航
米
日
録
』
『
世
界
國
盡
』

※
明
治
の
文
化
〔
言
文
一
致
の
文
化
〕

『
小
説
神
髄
』
『
五
重
塔
』
『
浮
雲
』
『
た
け
く
ら
べ
』

『
舞
姫
』
『
青
年
』
『
雁
』
『
渋
江
抽
齋
』

『
坊
っ
ち
ゃ
ん
』
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
『
三
四
郎
』
『
明
暗
』

『
破
戒
』
『
金
色
夜
叉
』

※
大
正
の
文
化

『
河
童
』
『
ふ
ら
ん
す
物
語
』
『
人
間
失
格
』
『
斜
陽
』

『
細
雪
』
『
刺
青
』

６
，
現
代
文
化

※
終
戦
文
化
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『
伊
豆
の
踊
子
』
『
雪
国
』
『
金
閣
寺
』
『
夏
の
闇
』
『
恋
人
の
森
』

※
現
世
文
化

☆
小
説
部
門

『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
『
キ
ッ
チ
ン
』

☆
漫
画
・
ア
ニ
メ
部
門

手
塚
治
虫
作
品
集

『
火
の
鳥
』
『
ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
』
『
リ
ボ
ン
の
騎
士
』

『
鉄
腕
ア
ト
ム
』
『
ブ
ッ
ダ
』

マ
ン
ガ
作
品
約
七
〇
〇
タ
イ
ト
ル
（
原
稿
枚
数
約
一
五
万
枚
）
、
ア
ニ
メ
作
品
約
七
〇
タ
イ
ト

ル
と
い
う
膨
大
な
作
品
を
創
出
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《
今
回
の
課
題
目
標
》

こ
こ
に
、
取
り
上
げ
た
日
本
文
芸
作
品
資
料
の
な
か
で
、
最
も
身
近
に
位
置
す
る
漫
画
・
ア

ニ
メ
部
門
を
こ
こ
に
設
定
し
、
こ
の
部
門
の
な
か
で
数
多
く
の
作
家
人
を
現
代
今
で
も
輩
出
し

つ
づ
け
て
い
る
が
、
二
〇
〇
九
年
生
誕
八
〇
周
年
を
迎
え
た
手
塚
治
虫
さ
ん
の
作
品
に
お
け
る

注
釈
書
が
実
際
に
編
む
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
探
る
こ
と
で
現
代
作
品
の
注
釈
の
製
作
が
可
能

な
の
か
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
手
始
め
に
、
四
月
一
八
日
（
土
）
か
ら
六
月

二
一
日
（
日
）
ま
で
展
示
が
予
定
さ
れ
て
い
る
江
戸
東
京
博
物
館
の
特
別
展
「
手
塚
治
虫
展
～

未
来
ヘ
ノ
メ
ッ
セ
ー
ジ
～
」
に
自
ら
足
を
運
び
、
そ
の
展
示
資
料
を
観
賞
し
、
必
要
な
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
の
入
手
を
図
り
、
画
像
取
込
に
つ
い
て
も
現
況
は
ど
う
あ
る
の
か
？
こ
れ
を
基
軸

に
し
て
、
ご
自
分
で
手
塚
治
虫
作
品
を
幾
つ
か
選
択
し
、
そ
の
内
容
を
も
っ
て
自
ら
が
手
塚
治

作
品
に
つ
い
て
の
注
釈
作
業
を
実
行
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

http://w
w

w
.edo-tokyo-m

useum
.or.jp/kikaku/page/2009/0418/200904.htm

l

http://w
w

w
.nhk-p.co.jp/tenran/20090418_101712.htm

l

そ
こ
で
「
注
釈
」
と
は
、
そ
こ
に
描
き
出
さ
れ
た
事
物
や
文
章
に
一
体
ど
の
よ
う
な
内
容
が

秘
め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
こ
の
内
容
に
つ
い
て
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
証
す
る
こ
と
で
私
た
ち

人
類
が
何
を
求
め
続
け
て
い
る
の
か
を
学
習
す
る
こ
と
に
も
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
の
授
業
の
最
終
章
に
は
、
こ
こ
で
扱
っ
た
幾
つ
か
の
作
品
対
象
は
、
そ
の
も
の
自
体
が
実

在
す
る
報
告
資
料
と
し
て
、
世
界
各
国
の

に
関
心
を
抱
き
、
探
求
す
る
人
々
に
公

M
A
N
G
A

開
し
て
い
く
こ
と
で
そ
の
達
成
率
を
確
か
め
て
見
て
い
こ
う
で
は
な
い
か
…
…
。

次
回
の
予
告

手
塚
治
虫
ワ
ー
ル
ド
へ

http://www.edo-tokyo-museum.or.jp/kikaku/page/2009/0418/200904.html
http://www.edo-tokyo-museum.or.jp/kikaku/page/2009/0418/200904.html
http://www.edo-tokyo-museum.or.jp/kikaku/page/2009/0418/200904.html
http://www.nhk-p.co.jp/tenran/20090418_101712.html
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http://tezukaosam
um

agazineclub.com
/?gclid=C

IH
O

55f775kC
FQ

M
dew

odY
ExoR

w
手
塚
治
虫
二
〇
〇
九

http://w
w

w
.nhk.or.jp/tezuka/

「

―
ム
ウ
ー
」
動
画

http://jp.real.com
/ads/m

ail/09/0406/m
ovie_001.htm

l

M
W

http://m
w

.gyao.jp/

公
式
サ
イ
ト

（
『
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
（W

ikipedia

）
よ
り
引
用
）

『M
W

－
ム
ウ
ー
』

梨
園
に
生
ま
れ
た
エ
リ
ー
ト
銀
行
マ
ン
・
結
城
美
知
夫
の
素
顔
は
、
狂
気
の
連
続
凶
悪
犯
罪
者

だ
っ
た
…
…
。

犯
行
を
次
々
に
重
ね
て
は
、
そ
の
後
に
教
会
を
訪
れ
、
旧
知
の
賀
来
（
か
ら
い
）
神
父
の
も
と

で
懺
悔
を
す
る
結
城
。
し
か
し
二
人
は
、
同
性
愛
者
と
し
て
、
肉
体
関
係
を
結
ん
で
い
た
の
で

あ
る
。
か
つ
て
結
城
は
、
少
年
時
代
に
南
国
の
沖
ノ
真
船
島
を
訪
れ
、
こ
の
地
の
不
良
少
年
グ

ル
ー
プ
に
か
ど
わ
か
さ
れ
た
経
験
を
も
つ
。
そ
の
際
、
同
島
に
駐
留
す
る
外
国
軍
の
秘
密
化
学

兵
器

M
W

（
ム
ウ
）
か
ら
毒
ガ
ス
が
漏
れ
た
。
島
民
が
相
次
い
で
変
死
す
る
地
獄
絵
を
目
の
当

た
り
に
し
た
ト
ラ
ウ
マ
と
、
自
ら
も
毒
ガ
ス
を
吸
っ
た
シ
ョ
ッ
ク
と
か
ら
、
結
城
は
心
身
を
蝕

ま
れ
る
。
そ
し
て
、
不
良
グ
ル
ー
プ
の
一
員
だ
っ
た
賀
来
の
手
で
、
凄
惨
な
場
面
か
ら
逃
げ
お

お
せ
た
の
も
つ
か
の
間
、
避
難
先
で
賀
来
に
強
引
に
犯
さ
れ
る
結
城
少
年
。
主
従
関
係
は
変
わ

っ
て
も
、
二
人
の
奇
妙
な
関
係
は
そ
の
後
も
続
い
て
い
た
の
だ
っ
た
。

自
分
の
心
身
の
健
康
を
奪
わ
れ
た
結
城
は
、
当
事
者
へ
の
復
讐
と
し
て
、
数
々
の
誘
拐
事
件

と
猟
奇
殺
人
を
繰
り
返
し
た
末
に
、M

W

を
奪
い
、
全
世
界
を
自
分
の
最
期
の
道
連
れ
に
し
よ

http://tezukaosamumagazineclub.com/?gclid=CIHO55f775kCFQMdewodYExoRw
http://www.nhk.or.jp/tezuka/
http://jp.real.com/ads/mail/09/0406/movie_001.html
http://mw.gyao.jp/
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う
と
た
く
ら
む
に
至
る
。
そ
れ
を
阻
止
し
、
結
城
を
救
済
す
べ
く
動
き
回
る
賀
来
神
父
の
苦
悩

と
、
救
済
と
改
悛
を
拒
否
し
な
が
ら
加
速
度
的
に
愉
快
犯
を
重
ね
て
い
く
結
城
の
姿
が
描
き
出

さ
れ
た
、
一
大
ピ
カ
レ
ス
ク･

ロ
マ
ン
で
あ
る
。

『M
W

－
ム
ウ
ー
』
（
フ
リ
ー
百
科
事
典
（
『
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
（W

ikipedia

）
よ
り
引
用
）

手
塚
治
虫
の
“
禁
断
の
問
題
作
”
「

−

ム
ウ
ー
」
が
映
画
化

M
W

手
塚
治
虫
が
遺
し
た
作
品
の
数
々
は
、
日
本
に
と
ど
ま
ら
ず
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
影
響
を

及
ぼ
し
続
け
て
い
る
。

そ
の
中
で
発
売
当
時
、
内
容
の
過
激
さ
や
、
荒
唐
無
稽
さ
か
ら
、
“
禁
断
の
問
題
作
”
“
映
像

化
は
不
可
能
”
と
言
わ
れ
て
き
た
「

−

ム
ウ
ー
」
が
、
生
誕

周
年
の
こ
の
年
に
、
つ
い

M
W

80

に
映
画
化
さ
れ
る
。
生
誕

周
年
の
こ
の
年
に
、
つ
い
に
我
々
の
前
に
現
れ
る
。

80
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【
近
年
公
開
さ
れ
た
手
塚
治
虫
作
品
】

二
〇
一
〇
年

生
誕
一
〇
〇
年
に
向
け
て

二
〇
一
一
年

ア
ニ
メ
映
画
「
ブ
ッ
ダ
」

http://w
w

w
s.w

arnerbros.co.jp/buddha/

二
〇
一
二
年

「
地
上
最
大
の
手
塚
治
虫
」
展

世
田
谷
文
学
館
於

http://w
w

w
.setabun.or.jp

二
〇
一
四
年

ア
ニ
メ
映
画
「
ブ
ッ
ダ
Ⅱ
」

「B
U

D
D

H
A

2

手
塚
治
虫
の
ブ
ッ
ダ
―
終
わ
り
な
き
旅
―
」
公
式
サ
イ
ト

http://w
w

w
.buddha-anim

e.com
/

「
ビ
ル
ド
ゥ
ン
グ
ス
・
ロ
マ
ン
（
主
人
公
の
内
面
的
な
人
間
形
成
の
過
程
を
描
い
た
作
品
）
」

ド
イ
ツ
語
の

B
ildungsrom

an

（
ビ
ル
ド
ゥ
ン
グ
ス
ロ
マ
ー
ン
）
の
訳
語
で
、
自
己
形
成

小
説
と
も
訳
さ
れ
る[1]

。
こ
の
概
念
は
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
デ
ィ
ル
タ
イ
が
、

ゲ
ー
テ
の
『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
マ
イ
ス
タ
ー
の
修
行
時
代
』
を
中
心
に
、
そ
れ
に
類
似
し
た
作

品
群
を
指
す
言
葉
と
し
て
使
用
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
有
名
に
な
り
、
以
来
特
に
ド
イ
ツ
の
小
説

に
お
け
る
一
つ
の
特
質
を
表
す
言
葉
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
〔
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア

「
教
養
小
説
」
よ
り
〕

http://wwws.warnerbros.co.jp/buddha/
http://www.setabun.or.jp
http://www.buddha-anime.com/

